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はじめに 

これまで本市では，北西部の緑豊かな丘陵地，南東部に広がる平野や清らかに流れる鬼

怒川など，四季折々の豊かな緑や清らかな水，変化に富んだ自然の中で生きづく多種多様

な生きものなどから自然の恩恵を受け，人と人のつながりや文化を育み，発展してまいり

ました。 

 

平成２１・２２年に実施した自然環境基礎調査において，まだ豊かな自然が残されてい

るものの，近年，当たり前のようにあった身近な自然環境にも，里地里山の手入れ不足や

外来種よる生態系への影響により変化が生じ，生物多様性の損失などの環境問題を招き，

私たちのいのちや暮らしを支える自然の恵みや循環の力が失われつつあると指摘されてお

ります。 

 

私たちは自然の恵みをなくしては，生活していくことができません。 

科学などが発達し，一見，自然から切り離されているかに見える都市的な私たちの暮ら

しでも，実は多くの自然からの恵みにより，いのちや暮らしが支えられております。 

しかし現代社会においては，自然環境を現状のまま維持し，生物多様性を保全していく

ことが，非常に困難な状況となっております。 

 

このような中，今後見込まれる人口減少等にあっても，本市ではまちの魅力づくりや高

度な都市機能の集積などにより，人々が集い，活発に交流する，揺るぎない持続的な発展

が可能な都市の姿として，「ネットワーク型コンパクトシティ（連携・集約型都市）」の形

成に向け，すでに都市基盤が整備されている場所へ居住集約を図るとともに，郊外に広が

る農地などの自然環境を保全し，市街地との有機的な連携を図り，都市的機能と自然環境

が調和する土地利用を目指しております。 

 

今後とも，限りある資源を循環できる持続可能な社会への転換を図るとともに，恵み豊

かな自然環境を守り維持して，現在の大人だけではなく，将来を担う子どもたちや，その

もっと先の子どもたちにも変わらず，恵み豊かな環境を引き継いでいくことができる「持

続可能な社会」を形成するためには，「生物多様性保全」を理解し，行動につなげることが

重要となります。 

 

本市において，人が豊かな生活ができる生態系サービスを享受し，持続的に発展してい

くためには，自然の恵みや循環の力を生かしながら，本市の豊かな生物多様性の保全及び

持続可能な利用を進めるため，今後の基本的な方向性を示し，真に持続可能な「１００年

繁栄都市宇都宮」の実現を目指すため，「人と生きものが 育みあうまち うつのみや」を

合言葉に本プランを推進してまいります。 
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第１第１節 生物

）生物多様性

の地球上には

，河川，海，

きた進化の歴

あります。 

際条約である

生物の間の変

む」とされて

様性）」，「生

物多様性は

がもたらすた

な生きものが

いることを意

物多様性は，

災害の軽減な

性に配慮し，

つのレベル

○遺伝子の多

同じ生き

生きものの

様々な個性

○種の多様性

様々な種

では種の多

ける」など

○生態系の多

地球上，

のの暮らす

より，地域

第１章 プ

１節 物多様性と

性の概要 

は，未知のも

，湿地など様

歴史を経た生

る「生物の多

変異性をい

ています。こ

生態系の多様

「生きものた

たくさんの恵

が存在し，つ

意味します。

，私たちの生

など多くの恵

これらの恵

ルの生物多様

多様性 

ものの種類の

の集団にとっ

性をもつ個体

性 

種類の生きも

多様性が高く

どの関係が複

多様性 

あるいは特

す環境は森林

域全体の環境

プランの基

は 

のを含める

様々な環境で

生きものは，

多様性に関す

うものとし，

これら「種内

様性」を「3つ

たちの豊かな

恵みを「生態

つながり，バ

 

生活の基盤と

恵みをもたら

恵みを持続的

 

性」 

の中に，遺伝

って，その集

体がいるほう

のが生息・

なればなる

複雑につなが

定の地域に様

林や草原，河

境の安定性が

基本的事項

2 

と 3,000 万種

で生息してい

同じ種の中

する条約」で

種内の多様

内の多様性

つのレベルの

な個性とつな

態系サービス

バランスが保

となる水や食

らしています

的に享受して

伝子による様

集団内に乾燥

が，環境変

生育してい

るほど「食べ

がり合います

様々な形態

河川など様々

が維持される

項 

種ともいわれ

います。その

中でも一つひ

での定義によ

様性，種間の

（遺伝子の多

の生物多様性

ながり」と表

ス」と呼んで

保たれること

食料のほか，

す。私たちは

ていくことが

様々な違いが

燥に強い，暑

化に対応でき

る状況のこ

べる，食べら

。 

の自然があ

で，それら

と考えられて

れる多種多様

の地域環境の

ひとつに遺伝

よると，生物

の多様性及び

多様性）」，「種

性」と呼んで

表現され，多

でいます。様

とで私たちの

衣料やレク

は，毎日の暮

が求められま

があることを

さに強い，病

きる可能性が

とをいいます

れる」「助け

ることをいい

が相互に関係

ています。 

様な生きもの

の中で積み重

伝子レベルで

物多様性とは

び生態系の多

種間の多様性

でいます。 

多様な個性と

様々な環境の

の命や暮らし

クリエーショ

暮らしの中で

ます。 

をいいます。あ

病気に強いな

が高まります

す。生態系の

け合う」「すみ

います。生き

係しあうこ

のが，

重ねら

での違

は「全

多様性

性（種

とつな

の中に

しを支

ョン，

で生物

ある

など

す。

の中

み分

きも

とに
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コラム 人と生きもののかかわり（黄鮒の伝承をとおして） 

「生態系サービス」 

生態系サービスは，その内容によって，基盤サービス，調整サービス，文化的サ

ービス，供給サービスに分けられます。 

 
○調整サービス 

森林が山地で土砂災害を防ぎ，安全な飲

み水に変えてくれるなど，豊かな自然は，

生きものを守り育んでいます。 

 

○基盤サービス 

水や土壌，酸素，栄養塩など，生命の源

や存在基盤になるとともに，光合成によっ

て二酸化炭素と水から有機物を合成し，そ

れらの循環を通 

じて生態系を 

機能させます。 

 

○供給サービス 

川や湖で取れる魚や貝，栄養豊かな土壌

で育つお米や野菜などの食べ物や森林か

ら生まれる木材など，生態系は，私たちに

身のまわりの様 

々なものを提供 

しています。 

○文化的サービス 

日本列島の各地で人々は，その気候風土

や自然など生物多様性がもたらす恵みを

受けながら五穀豊穣を祝う祭りや多彩な

芸術などを育ん 

できました。 

 



 

（２）

私た

農業の

した。

の絶滅

「生物

 

○第

開発

森林

もの

きま

盗掘，

の減少

小・分

繁殖行

てきま

 

○第

自然

古

な物資

るこ

や資源

 

 

）生物多様性

たちはより良

の発展によ

。人口の増加

滅や生息・生

物多様性国家

1 の危機 

発や乱獲など

林伐採や湿地

にとって生息

した。また，観

，過剰な採取

少をもたら

分断，劣化を

行動などが制

ました。 

2 の危機 

然に対する人

くから里地里

資の供給源

とによって人

源利用のあ

性の危機 

良い暮らしを

る食料の増産

加によって土

生育環境の悪

家戦略 2012

ど人が引き起

地の埋め立て

息・生育環境

観賞用や商業

取など直接的

しました。開

を促進し，そ

制限されるな

人間の働きか

里山は，燃料

としてそこに

人と共存する

り方の変化，

地里

これ

てい

た雑

てい

農地

か，

いま

を求めて，生

産や，医療技

土地利用の変

悪化が進行し

－2020」の中

起こす負の影

てなどの開発

境の悪化や消

業的利用によ

的な生きもの

開発や乱獲な

それに伴い生

など，生きも

かけが縮小・

料用の薪炭，

に住む人々か

る生きものを

近年は人口

里山への人の働

れら二次的な環

ます。一方

雑木林を生息場

きました。

地が荒らされ

人と野生動物

す。 
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生産，経済活

技術の向上

変化が進み，

しています。

中では 4つの

影響要因によ

発は，多くの

消失をもたら

よる個体の乱

のの採取は個

などは生態系

生きものの採

ものの衰退を

・撤退するこ

木材，家畜

から大切に利

を育んできま

口減少や高齢

働きかけは次

環境に適応

で，人々に

場所とするイ

また，それに

るなどの深刻

物との遭遇に

活動の場を広

・普及は人口

それに伴う

生物多様性

の危機として

よる生物多様

の生き

らして

乱獲，

個体数

系の縮

採餌・

を招い

ことによる影

畜の飼料，食

利用されてき

ました。しか

齢化などによ

次第に縮小し

してきた生き

よる里山への

イノシシやニ

に伴い野生動

刻な被害をも

による人身事

広げてきまし

口の著しい増

う自然環境の

性を脅かす要

て分類されて

様性への影響

影響をいいま

食材など，生

きました。そ

かし，産業革

よる人手不足

していきまし

きものが生存

の介入の縮小

ニホンジカの

動物と人の生

もたらすよう

事故が発生す

した。その中

増加をもたら

の変化により

要因は様々で

ています。 

響をいいます

ます。 

生活に必要な

そこには人手

革命後，生活

足も重なって

した。そのた

存の危機に直

小によって，

の分布域が増

生活圏が接近

うになってき

する事態とな

中でも

らしま

り，種

すが，

す。 

な様々

手が入

活様式

て，里

ため，

直面し

荒れ

増加し

近し，

きたほ

なって  
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○第 3の危機 

外来種や化学物質など，人間が近代的な生活を

送るようになったことにより持ち込まれたものに

よる影響をいいます。 

今日，わが国では，園芸用，食用あるいは毛皮

採取用に導入された生きもの，釣りなどを目的と

する生きもの，ペットとして持ち込まれた後に放

棄された生きもの，国外からの貨物船や航空機な

どの積み荷などに紛れ込んで侵入した生きものなど，元々生息・生育していなかった様々

な外来種が勢力を拡大しています。これらの生きものは，類似した在来の生きものと生息

空間をめぐって競い合ったり，在来の生きものを捕食したりするなど地域固有の生物相や

生態系を改変する大きな脅威となっているほか，人間や農作物への被害をもたらすなどの

悪影響をもたらしています。 

 

○第 4の危機 

地球温暖化など地球環境の変化による生物多様性への影響をいいます。 

地球温暖化の影響により，生きものの分布が次第に高緯度地方や標高の高い所に移動し

たりしています。また，地球温暖化の進行によって，ゲリラ豪雨や竜巻などの異常な気象

の増加，高山帯の縮小などにより，一部の生きものが絶滅の危険に直面

していると考えられます。移動力がないため，温暖化の進行に対応でき

ない植物やそれらに依存している動物は，場合によっては生息・生育数

を減らす危険があります。 

このほか，地球環境の変化は食料の生産適地の変化，害虫等の発生量の増加や発生地域・

時期の変化，感染症媒介生物の分布域の拡大など，生物多様性の変化を通じて人間生活や

社会経済へ大きな影響を及ぼすことが予測されています。 
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物の多

月には

と 20

会議
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年に
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洋沖地
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目的
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第２２節 生物

代文明の発達

絶滅の危機に

ってしまうの

のような地球

された国連環

多様性に関す

は，名古屋に

0 の目標を掲

（COP11），2

が国は，生物

「生物多様性

示しました。

基本法」を制

して「生物多

地震の経験を

。 

木県は，国際

」を策定し，

市は，貴重な

として，199

います。200

状況の把握や

２節 物多様性を

達につれて，

に瀕していま

のではないか

球環境の厳し

環境開発会議

する条約」（

において同条

掲げた「愛知

2014 年には第

物多様性に関

性国家戦略」

。2008 年には

制定しました

多様性国家戦

を踏まえて

際的な動向や

生物多様性

な自然を保全

90 年から概ね

9・2010 年に

や生物多様性

取り巻く動

開発や生物

ます。そのた

かと懸念され

しい状況を受

議において，

（以下「生物

条約の第 10 回

知目標」が採

第 12 回締約

関して積極的

」を策定し，

は，1993 年

た。2010 年に

戦略 2010」が

「生物多様性

や生物多様性

性の保全に向

全・管理する

ね 10 年に一

には，「第 3回

性保全のため

6 

動向  

物資源の過剰

ため，生態系

れるようにな

受けて，国際

地球上の生

多様性条約

回締約国会議

採択されまし

約国会議（CO

に取り組ん

日本におけ

に制定され

には，この法

が，さらに 2

性国家戦略 2

性国家戦略を

向けた施策を

るための施策

一度の頻度で

回自然環境基

めの施策など

剰な利用によ

系がもたらす

なりました。

際的な取組と

生物多様性を

という。」が

議（COP10）が

た。その後，

OP12）が開催

でおり「生物

ける生物多様

た「環境基本

法律に基づき

2012 年には

012-2020」が

を受けて，20

を推進してい

策などの検討

で市域全体の

基礎調査」が

どの検討を行

って自然が改

す恵みを持続

 

して，1992

包括的に保全

が調印されま

が開催され

，2012 年に

催されました

物多様性条約

様性の保全に

本法」の理念

き，名古屋で

「愛知目標」

が，それぞれ

010 年に「生

います。 

討に向けた基

「自然環境基

が実施され，生

行っています

改変され，多

続的に受けら

2 年にブラジ

全するための

ました。2010

「名古屋議定

は第 11 回締

た。 

約」を受けて，

に関わる基本

念に則り「生

での COP10 開

」や東北地方

れ閣議決定さ

生物多様性と

基礎資料の作

基礎調査」を

生きものの生

す。 

多くの

られな

ジルで

の「生

年 10

定書」

締約国

，1995

本政策

生物多

開催を

方太平

されま

とちぎ

作成を

を実施

生息・
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生物多様性に関する国内外の動向 

年代 世界 日本 栃木県 本市 

平成 2・3 年度

（1990・1991 年） 

   第 1 回 

自然環境基礎調査

平成 4 年 

（1992 年） 

生物多様性条約の

採択 

   

平成 7 年 

（1995 年） 

 生物多様性国家戦略   

平成 11・12 年度 

（1999・2000 年） 

   第 2 回 

自然環境基礎調査

平成 20 年 

（2008 年） 

 生物多様性基本法   

平成 21・22 年度 

（2009・2010 年） 

   第 3 回 

自然環境基礎調査

平成 22 年 

（2010 年） 

生物多様性条約第

10 回締約国会議

（COP10） 

生物多様性国家戦略

2010 

生物多様性とちぎ戦略  

平成 24 年 

（2012 年） 

生物多様性条約第

11 回締約国会議

（COP11） 

生物多様性国家戦略

2012-2020 

  

平成 26 年 

（2014 年） 

生物多様性条約第

12 回締約国会議

（COP12） 

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

第

 
（１）

本

合計画

会を形

の基本

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）

本

全国の

然環境

支え

一方

前回の

化に伴

に変化

がり

こ

調和

本市の

要があ

 

 

第３３節 うつ

）プランの位

プランは，生

画改定基本計

形成する」を

本施策「生物

）プランの必

市は，北西部

の同規模の都

境からもた

る食料や水な

方で，平成

の調査と比較

伴う土地利用

化が生じ，生

を守るために

のようなこ

したまちづ

の環境特性を

あります。 
 

３節 

生物多様性

生物多様性

う

つのみや生

位置づけ 

生物多様性基

計画（後期基

を実現するた

物多様性の保

必要性 

部の緑豊かな

都市と比較

らされる多様

などの「生物

21，22 年度

較して市域全

用の変化や外

生態系のバラ

には，生物多

とから，多様

くりを進める

を捉えた生物

性基本法 

性国家戦略 

つのみや生

整合 

きものつな

基本法第 13

基本計画）」

ための「宇都

保全」を達成

な丘陵地，南

しても豊かな

様な生きもの

物多様性の恵

度に本市で実

全体で大きな

外来種の進入

ランスに影響

多様性を今後

様な生きもの

るにあたり，

物多様性保全

環境

第３次

きものつなが

8 

ながりプラ

条に基づき

の基本施策

都宮市環境基

するための基

南東部に広が

な自然環境に

のがバランス

恵み」を享受

実施した自然環

な変化はみら

入，気候変動

響を及ぼして

後も保全して

ののバランス

「生物多様

全の考え方を

基本条例 

次宇都宮市環

がりプラン

整合

ンの基本的

き策定します

「脱温暖化

基本計画」の

基本方針や施

がる平野や清

に恵まれてお

スよく関わり

受しています

環境基礎調査

られないもの

動などにより

ていることか

ていくことが

スのよいつな

様性の恵み」

を示し，さら

第５次

環境基本計画

【関

・

・緑

・食

・都

・文

・宇

合・調整

的な考え方

。また，「第

・循環型の環

のうち「調和

施策を示すも

清らかに流れ

おり，私たち

りあう生態系

す。 

査の結果，本

のの，近年の

り生きものの

から，多様な

が重要となっ

ながりを守り

を持続的に

らなる取組を

次宇都宮市総

画 

関連計画】 

緑の基本計画

食料・農業・

都市計画マス

文化振興基本

宇都宮市森林

方  

第 5 次宇都宮

環境にやさし

和と共生のま

ものでありま

れる鬼怒川な

ちはこの豊か

系から，暮ら

本市の自然環

の生活様式の

の生息・生育

な生きものの

っています。

り，都市と自

享受するた

を推進してい

総合計画 

画 

農村基本計

スタープラン

本計画 

林整備計画 

宮市総

しい社

まち」

ます。 

など，

かな自

らしを

環境は

の多様

育環境

のつな

 

自然が

めに，

いく必

画

等
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（３）プランの目的 

本市の特徴やまちづくりの方向性を踏まえ，生物多様性保全に向けて目指すべき将来像

や基本方針を示し，それらを市民，市民団体などの様々な主体との連携・協働により，生

物多様性保全に関する意識の醸成を図るとともに，市域全体で総合的な生物多様性保全の

取組を推進するために本プランを策定します。 
 
（４）プランの期間 

平成 28 年度から平成 37 年度までの 10 年間とします。 

ただし，本プランは，国家戦略の長期目標や庁内関連計画の長期的な視点，今後の自然

環境基礎調査結果などを踏まえ，中間年次において指標等の必要な見直しを図っていきま

す。 
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第２章 

生物多様性の現状と課題 



 

 
 
 

第

 
（１）

本市

を示す

夏冬の

います

 
（２）

本市

央北部

鬼怒川

台地，

川低地

ていま

古賀

の凝灰

堆積

岸の肥

の砂岩

し，市

 
（３）

本市

積台地

市内東

農業の

比較

沼や

沢もみ

 

 

第

第１第１節 市域

）位置と気象

市は太平洋岸

す地域であ

の寒暑の差が

す。 

）地形・地質

市は，北部に

部には戸祭山

川，田川，姿

，宇都宮西台

地に挟まれ

ます。また，

賀志山地の北

灰岩が分布

しており，北

肥沃な土地及

岩・泥岩互層

市内西部の大

）水象 

市を流れる河

地と沖積平野

東部を鬼怒川

のための用排

較的規模の大

ここから西方

みられます。

第２章 生

１節 域の概況 

象 

岸から約 70

り，最近 10

が大きい特徴

質 

には今市盆地

山，八幡山な

姿川に沿って

台地，宇都宮

る形で宇都宮

鬼怒川低地

北部は深成岩

しています。

北西部に一部

及び西部の姿

層が分布して

大谷地区を中

河川は，一級

野で形成する

川が流れるほ

排水路が網状

大きい湖沼と

方向に上欠沼

。 

生物多様性

km，日本海岸

年間の年平

徴があります

地と多気山及

などの丘陵性

ては南北方向

宮東台地が連

宮西台地，田

地の東側には

岩の石英斑岩

。市街地を含

部チャート及

姿川上流など

ています。ま

中心とした地

級河川及びそ

る平坦地を概

ほか，中央部

状に入りまじ

としては赤川

沼があります

 

性の現状と

12 

岸から約 15

平均気温は 1

す。降水量は

及び古賀志山

性山地からな

向に低地が分

連なり，鹿沼

田川低地と鬼

は真岡西台地

岩が，古賀志

含む台地帯で

及び砂・れき

どの低地には

また，大谷石

地域で採掘さ

その支流のほ

概ね北から南

部を田川，西

じり，複雑な

川ダム，栗谷

す。また，水

と課題 

0km の距離に

3.8℃～14.8

は年間 1,300

山で構成され

なる宇都宮丘

分布していま

沼台地は姿川

鬼怒川低地の

地が続いてい

志山地の南部

では，そのほ

き互層となっ

は，未固結の

石として知ら

されています

ほか，準用河

南に貫流して

西部を姿川な

な水路網を形

谷沢ダムがあ

水道山周辺に

にあり，典型

8℃，年較差

mm～1,800mm

れる古賀志山

丘陵が広がっ

ます。古賀志

川低地の西側

の間に宇都宮

います。 
部及び宇都宮

ほとんどを火

っています。

の砂れきと，

られる凝灰岩

す。 

河川や多数の

ています。主

などが流れて

形成していま

あるほか，市

には湿地を形

型的な内陸性

差約 41℃～4

m の間で推移

山地が分布し

っています。

志山地からは

側，姿川低地

宮東台地が位

宮丘陵には火

火山性のロー

田川，鬼怒

半固結から

岩は第三紀層

の普通河川が

主要河川とし

ており，古く

ます。 
市街地内には

形成する小規

性気候

5℃で

移して

し，中

また

は鹿沼

地と田

位置し

火山性

ームが

怒川両

ら固結

層に属

が，洪

ては，

くから

は鶴田

規模な



 

（４）

本

26 年

 

 

実数

(㎢)

構成比

(%）

第

 
本市

その概

 

（１）

第

生き

 

維管束

哺乳類

鳥類 

両生類

爬虫類

昆虫類

魚類 

底生生

 

（２）

本

6つの

第２

）土地利用 

本市の土地利

年 1月 1日現

田 

数

) 
98.19 

比

 
23.6 

２節 第 3

市では，平成

概要を以下に

）本市に生息

第 3 回宇都宮

ものの確認種

分類名 

束植物 

類 

類 

類 

類 

生物 

）地域別の生

本市を地形や

の地域に区分

２節 

利用状況は，

在） 

畑 

35.12 

8.4 

3 回宇都宮

成 21 年，22 年

に示します。

息・生育する

宮市自然環境

種数は以下の

本

生態系の特徴

や土地利用な

分しました。

田が最も多く

本市

宅地 

80.17 

19.2 

市自然環境

年度に「第 3

 

る生きもの

境基礎調査結

のとおりです

本市に生息・

目数 

徴 

どの自然環境

 

13 

く，次いで，

市の土地利用

池沼 

0.23 

0.1 

 

境基礎調査

3 回宇都宮市

果によると，

す。 

生育する生

－

6

14

2

1

16

8

28

境の違いから

宅地，山林

用状況 

山林 原

68.92 2

16.5 

資料：資

査結果の概要

市自然環境基

，本市におい

生きもの確認

科数 

ら，多様な生

林，畑と続い

原野 雑種

2.44 28

0.6 6

資産税課「固

要 

基礎調査」を実

いて生息・生

数 

154

9

37

6

4

215

12

103

生態系を取り

いています。

種地 その

8.00 103.

6.7 24.

定資産概要調

実施していま

生育が確認さ

種数 

まとめるた

（平成

の他

77

9 

調書」 

ます。

された

1,287

19

95

11

10

1,603

29

309

めに，
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六つの地域分け 

 

○北西部地域 

 エリアの概要 

市内で最も奥深く，高へら山，飯盛山，半蔵山，古賀志山などの山地が広い面積を

占めています。それのみではなく，大谷町・多気山の樹林，飯田町の樹林のような市

街地の樹林も存在しています。また，田川水系の上流部にも位置しています。 
主な植生は，山地ではスギ・ヒノキ植林，コナラ林，市街地の樹林ではスギ・ヒノ

キ植林，コナラ林のほか，アカマツ林が，河川沿いではツルヨシ群集，河川在来高茎

草原などが分布しています。 
 

 重要種 

山地が広がることを反映して，アケボノシュスラン，サンコウチョウ，ヒナコウモ

リなどのまとまりのある発達した樹林の生きものや，カジカなどの渓流の生きものな

どが確認されているほか，地形の急峻さや石切による特殊な地形を反映して，ジガバ

チソウ，ヒカゲツツジ，ウチョウランなどの乾燥した尾根や崖地の生きものなども生

上河内地域 

北西部地域 

河内地域 

中央地域 

東部地域 

南部地域 



 

育

 
 
 
 
 
 
 
 

○中

戸

の

茎

 

ニ

ホ

認

 
 
 
 
 
 
 
○南

ミズ

サン

育しています

中央地域 

 エリアの

本地域は

を占めていま

戸やため池，

の中央には田

主な植生

ノキ植林，

茎草原などが

 重要種 

谷戸や湿

ニラ，アギナ

ホトケドジ

どが確認され

認されていま

 

南部地域 

 エリアの

本地域は

ズニラ

ンコウチョウ

す。 

の概要 

は，台地と低

ます。地域の

，湿地など，

田川水系が走

生は，丘陵地

コナラ林のほ

が分布してい

湿地，二次林

ナシ，トウキ

ョウ，ゲンジ

れているほか

ます。 

の概要 

は，宇都宮西

地にみられ

の北部を占め

市街地にお

走っています

ではスギ・

ほか，アカマ

います。 

などの里山的

キョウサンシ

ジボタル，マ

か，ある程度

台地上にみ

全国版レッドリ

準絶滅危惧

栃木県版レッド

要注目

全国版レッドリ

―

栃木県版レッド

準絶滅危惧

15 

る市街地と，

める宇都宮丘

おいては極め

す。 
ヒノキ植林，

マツ林が，河

的環境がスポ

ショウウオな

マルタニシな

度の樹林を営

られる市街地

スト

リスト

ト

スト

リスト

ジ

，丘陵と低地

丘陵には広く

めて稀少な環

，コナラ林，

河川沿いでは

ポット的に残

など，水田・湿

などの小川，

営巣環境に必

地及び田川低

トウキョウサンショウ

ジガバチソウ

地にみられる

く樹林が残存

環境も存在し

市街地の樹

はツルヨシ群

残存するのを

湿地にみられ

水路に依存

必要とするオ

低地上と宇都

ウウオ（卵塊）

る水田が広い

存し，谷部に

します。また

樹林ではスギ

群集，河川在

を反映して，

れる生きもの

存する生きも

オオタカなど

都宮東台地上

全国版レッドリ

絶滅危惧Ⅱ類

栃木県版レッド

絶滅危惧Ⅱ類

全国版レッドリ

―

栃木県版レッド

準絶滅危惧

い面積

には谷

た地域

ギ・ヒ

在来高

ミズ

のや，

ものな

ども確

上にみ

リスト

ドリスト

リスト

ドリスト



 

の

て

河

 

ケ

林

す

 
 
 
 
 
 
 
 
 

○東

東

帯

林

が

 

が

 

モウ

られる水田が

の樹林のよ

ています。 
主な植生

河川沿いでは

 重要種 

良好な状

ケ，ヒメナエ

どの低層湿原

林縁性の生き

する生きもの

東部地域 

 エリアの

本地域は

東部を占める

帯が広がって

主な植生

林，コナラ林

が分布してい

 重要種 

鬼怒川や

ミヤマシジ

が確認されて

タガメなど樹

ウセンゴケ

が広い面積を

うな市街地の

生は，市街地の

はツルヨシ群

状態に維持管

エなどの中間

原にいる生き

きものもみら

のもみられま

の概要 

は，鬼怒川周

る真岡西台地

ています。 
生は，鬼怒川

林，ハリエン

います。 

や田川の多様

ミ，カジカガ

ています。ま

樹林と水田の

を占めていま

の樹林も存在

の樹林ではス

群集，河川在

理されたた

間湿原に生育

きものがみら

られます。そ

ます。 

辺の河川敷及

地には，工業

周辺の河川敷

ンジュ林，市

な河川環境が

ガエルなど，

また，農地と

の双方がある

全国版レッドリ

―

栃木県版レッド

準絶滅危惧

16 

ます。それの

在しています

スギ・ヒノキ

在来高茎草原

め池や湿地が

育する生きも

られます。ま

そのほかミズ

及び水田が広

業地帯のほか

敷ではヨシ

市街地の樹林

が広がること

湿地，水た

と樹林が混交

る環境にみら

スト

リスト

オ

のみではなく

す。また，田

キ植林，コナ

原などが分布

が点在するこ

ものやアギナ

また，スズサ

ズマツバ，サ

広い面積を占

か樹林と農地

・オギ草地，

林ではスギ

とを反映して

たまり，河川

交する台地の

られる生きも

オムラサキ

く，上欠町の

田川水系の下

ラ林のほか，

布しています

ことを反映し

ナシ，モート

サイコ，オオ

サシバなどの

占めています

地がモザイク

水辺草地，

・ヒノキ植林

て，タコノア

川敷などにみ

の環境を反映

ものも確認さ

の樹林，兵庫

下流部にも位

，アカマツ林

す。 

して，モウセ

トンイトトン

オムラサキな

の水田環境に

す。また，地

ク状に混交す

ヤナギ林，

林，コナラ林

シ，コアジサ

みられる生き

映して，サシ

されています

全国版レッドリ

準絶滅危惧

栃木県版レッド

要注目

庫塚町

位置し

林が，

センゴ

ンボな

などの

に依存

地域の

する地

河畔

林など

サシ，

きもの

シバ，

す。 

スト

ドリスト



 

 
 
 

 
○上

地

は

 

ジ

セ

か

性

 
 
 
 
 
 
 
 

○河

す

カワ

タガ

 
 
 
 

上河内地域 

 エリアの

本地域は

を占めていま

します。一方

地が連続する

主な植生

はヨシ・オギ

ヨシ群集，河

 
 重要種 

山地が広が

ジョウツナギ

セイラン，ク

か，鬼怒川沿

性の高い河川

河内地域 

 エリアの

本地域は

す。西部は宇

ワラノギク

ガメ

の概要 

は，古賀志山

ます。古賀志

方，鬼怒川低

る西鬼怒川水

生は，古賀志

ギ草地，水辺

河川在来高茎

がり，谷戸や

ギ，シュレー

クロツグミな

沿いの良好な

川敷にみられ

の概要 

は，宇都宮東

宇都宮丘陵の

地の樹林と地

志山地には谷

低地には水田

水系が通って

山地ではス

辺草地，ヤナ

茎草原などが

や湿地が散在

ーゲルアオガ

など，山地の

な河川環境を

れる生きもの

台地及び鬼怒

の斜面部を中

全国版レッドリ

絶滅危惧ⅠB類

栃木県版レッド

絶滅危惧Ⅱ類

全国版レッドリ

絶滅危惧Ⅱ類

栃木県版レッド

絶滅危惧Ⅱ類
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地域東部の鬼

谷部に谷戸が

田のほか，多

ています。

ギ・ヒノキ植

ナギ林，河畔

が分布してい

在することを

ガエルなどの

の樹林にみら

を反映して，

のが確認され

怒川低地上に

中心として樹

スト

リスト

キ

スト

リスト

コ

鬼怒川低地

が入り組んで

多様な環境を

植林，コナラ

畔林，コナラ

います。 

を反映して，

の山間湿地に

られる生きも

カワラノギ

れています。

にみられる水

樹林が広く残

ンセイラン

コアジサシ

・宇都宮東台

でおり，湿地

を有する鬼怒

ラ林，鬼怒川

ラ林，西鬼怒

エンコウソ

にみられる生

ものなどが確

ギク，コアジ

 

水田が広い面

残り，谷部に

台地の水田が

地・ため池も

怒川水系や水

川周辺の河川

怒川沿いでは

ソウ，ヒロハ

生きものや，

確認されてい

ジサシなどの

面積を占めて

には谷戸が存

全国版レッドリ

絶滅危惧Ⅱ類

栃木県版レッド

絶滅危惧Ⅱ類

全国版レッド

絶滅危惧Ⅱ類

栃木県版レッ

絶滅危惧Ⅱ類

が大半

も点在

水辺草

川敷で

はツル

ハノド

キン

いるほ

の自然

ていま

存在し

スト

ドリスト

リスト

ドリスト



 

て

鬼

か

分

 

ゲ

確

 
 
 
 
 

 
 
 

コム

ていて，尾根

鬼怒川水系が

か，白沢には

主な植生

ギ・ヒノキ植

分布していま

 重要種 

水田が広

ゲンジボタル

コウモリ，ハ

確認されてい

 
 
 

ムラサキ

根部などを中

が走り，低水

は市街地の樹

生は，山地で

植林，コナラ

ます。 

広がることを

ルなど，水路

ハイタカ，フ

います。 

中心として住

水路側にはれ

樹林が広がり

はスギ・ヒ

ラ林が，河川

反映して，ミ

路や水辺に依

フクロウなど

 

全国版レッドリ

―

栃木県版レッド

―
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住宅地やゴル

れき河原によ

り，湧水も存

ノキ植林，

川沿いではツ

ミズニラ，ナ

依存する生き

どのまとまり

フ

スト

リスト

ルフ場も広く

よる交互砂州

存在します。

コナラ林，水

ツルヨシ群集

ナガエミクリ

きものが確認

りのある発達

クロウ

くみられます

州が広くみら

 
水田が，市街

集，河川在来

，コムラサキ

認されていま

達した樹林の

す。地域東部

られます。そ

街地の樹林で

来高茎草原な

キ，スナヤツ

ます。また，

の生きものな

全国版レッドリ

―

栃木県版レッド

準絶滅危惧

部には

そのほ

ではス

などが

ツメ，

ヒナ

なども

リスト

ドリスト



 

第

 
生

（

 

○生物

生

が最

 

○生物

「

がい

しずつ

 

第３３節 生物

生物多様性や

（アンケート

物多様性の認

生物多様性と

も多く，次い

物多様性の印

「生物多様性

ること」（47

つ異なること

0%

全体

言葉も意

３節 物多様性保

や自然環境な

配布数：2,

認知度 

いう言葉の

いで「まった

印象 

性」という言葉

7.9％）が最

と」，「山，川

生物

28.2%

20%

意味も知ってい

1.6%

0%

全体

全に係る市

どについて，

200 人，有効

認知度は，「

たく知らなか

生物多様

葉から受ける

最も多く，次

川，海など様

物多様性とい

 

た 聞いたこ

2

20%
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市民意識調

，平成 23 年

効回答数：7

聞いたことは

かった」（32.

様性の言葉の

るイメージに

いで「同じ種

様々な自然環

いう言葉から

39.5%

40%

ことはあるが意味

27.9%

23.9%

40%

調査結果 

年度に市民ア

03 人） 

はあるが意味

.3％）でした

の認知度 

については，

種の動植物で

環境があるこ

受けるイメ

60%

味は知らなかった

47.9%

60%

ンケートを

味は知らなか

た。 

「たくさんの

でも地域によ

こと」でした

ージ 

32.

80%

た まったく

%

たくさんの種

と

同じ種の動植

色や形が少し

山、川、海な

あること

その他

実施しまし

かった」（39.

の種類の生き

よって色や形

た。 

3%

10

く知らなかった

種類の生き物がい

植物でも地域によ

しずつ異なること

など様々な自然環

た。 

5％）

 

きもの

形が少

 

00%

いるこ

よって

と

環境が



20 
 

○自然への関心度 

自然についての関心については，「非常に関心がある」「どちらかといえば関心がある」

を合わせると，89.9％であり，関心度の高さが読み取れます。 

 

 

自然についての関心 

 

○宇都宮市内の身近な生きものの変化 

身近な生きものの変化は，「どちらかといえば減少したと感じる」が 40.0％で，「減少し

たと感じる」と合せると，60.2％になり，減少したと感じている割合が多いことが分かり

ます。 

 

 
身近な生きものの変化 

 

  

26.2% 63.7% 8.7% 1.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

非常に関心がある どちらかといえば関心がある どちらかといえば関心がない まったく関心がない

3.0%

9.9%

27.1%

40.0%

20.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

全体

増加したと感じる

どちらかというと増加したと

感じる

変化はないと感じる

どちらかといえば減少したと

感じる

減少したと感じる
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○宇都宮市の自然環境 

本市の自然環境については，「自然は豊かなので，このまま現状を維持してほしい」が

37.4％で，最も多い結果でした。また「自然は豊かだが，さらに充実させた方がよい」「自

然は十分とはいえないので，充実させた方がよい」ともに合わせると 55.1％となり，半数

を超える人が，「さらに充実した方がよい」と考えていました。 

 

 
本市の自然環境について 

 
○宇都宮市の自然環境の危機 

本市の自然環境の危機についての問題について最も多いのは，「開発や伐採などによる動

植物への影響」（40.7％）でした。 

 

 
本市の自然の危機についての最も大きな問題 

37.4%

27.7%

27.4%

5.3%

2.3%

0% 10% 20% 30% 40%

全体

自然は豊かなので、このまま現状

を維持してほしい

自然は豊かだが、さらに充実させ

た方がよい

自然は十分とはいえないが、充実

させた方がよい

自然は十分とはいえないが、この

ままの状態でかまわない

その他

40.7%

33.2%

22.7%

1.6%

3.5%

0% 20% 40% 60%

全体

開発や伐採などによる動植物へ

の影響

外来種の持込などによる在来の

動植物への影響

気候変動（地球温暖化）などに

よる動植物への影響

乱獲などによる動植物への影響

その他
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○宇都宮市の守るべき自然環境 

本市の自然環境の中で，特に守るべき場所として回答しているうちの上位 3位は，「里地

里山」（40.9％），「河川」（34.8％），「都市の街路樹や公園の緑地」（33.9％）でした。 

 

 

本市の自然環境の中で特に守るべき場所 

 

○里地里山保全のための取組 

里地里山保全のために取り組むべき対策の上位 3位は，「地産地消などによる農林業の活

性化」（30.5％），「農林業の活性化や新たなビジネスの創出など利用拡大」（28.9％），「地

域の住民やボランティアなどによる保全活動」（26.8％）でした。 

 

 

里地里山の保全に重要な取組 

  

40.9%

34.8%

33.9%

27.1%

19.7%

9.8%

6.1%

1.6%

1.5%

0% 20% 40% 60%

全体

里地里山

河川

都市の街路樹や公園の緑地

水田や畑などの農地

山岳部

湿地、湿原

農業水路やため池

特にない

その他

30.5%

28.9%

26.8%

14.9%

1.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

全体

地産地消になどによる農林業の

活性化

農林業の活性化や、新たなビジ

ネスチャンスの創出など利用拡

大
地域の住民やボランティア等に

よる保全活動

農林業体験など、都市住民との

交流の活性化

その他
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○外来種への対策 

外来種対策の上位 3位は，「法令による規制強化」（46.4％），「外来種の駆除」（44.5％），

「ペットの適正飼養」（34.3％）でした。 

 

 
外来種対策の取組  

46.4%

44.5%

34.3%

26.2%

24.2%

4.3%

0.9%

0% 20% 40% 60%

全体

外来種の放逐や植栽・種まき等の禁止など法令による規制

の強化

外来種の駆除

最後まで責任をもって飼うなど、ペットの適性飼養の普及

啓発

外来種とその影響に関する市民への普及啓発

外来種の生息状況などに関する正確な情報の提供

植栽等における在来種の利用

その他



 

第

 
生物

の」に

こ

とめて

 
（１）

生物

事業者

た，保

あり，

以

す。 
 

○自然

昨今

スタイ

を直接

本市

して，

進んで

ま

に引き

査に

ら，本

更な

第４４節 生物

物多様性を保

に関する各々

こでは，「生

ています。 

）生物多様性

物多様性の保

者などの様々

保全活動を促

，活動をつな

下に「自然

然との親しみ

今，本市に限

イルの変化が

接的に感じる

市では，展示

，一般市民に

でいるものも

た，「生物多

き上げること

よると，「生

本市において

る周知が必要

４節 物多様性の

保全してい

々の現状を多

生物多様性の

性の理解 

保全の取組を

々な活動主体

促進するには

なぐための情

との親しみや

みや環境学習

限らず，エネ

が進んでいま

る機会が減っ

示やパンフ

に生物多様性

もあり，更な

多様性の認知

とを目標にか

生物多様性」

ても本戦略を

要となります

ま

生物多様

保全におけ

くためには，

多面的に把握

の理解」，「生

を効果的かつ

体が生物多様

は，多様な主

情報の共有化

や環境学習」

習 

ネルギー利用

ます。このた

ってきていま

レットによる

性に関する学

なる環境学習

知度」につい

かかげている

の言葉の意味

を実効性の高

す。 

ったく知らな

い

33.4%

無回

1.6%

様性の認知度

24 

ける現状 

活動に取り

握することが

生きものとそ

つ効率的に推

様性について

主体が連携し

化が必要です

」と「多様な

用や流通の多

ため，暮らし

ます。 
る周知啓発の

学習機会を提

習の輪の広が

て，国家戦略

る一方，本市

味を知ってい

高いものにす

言葉

知

聞いたこ

るが意味

ない

47.1

回答

%

度(第 47 回市

り組む側の

が不可欠です

の生息・生育

推進していく

て正しい認識

し，協働して

す。 
な主体の連携

多様化，輸入

しの中で自然

のみならず，

提供している

がりが求めら

略において平

市が平成 26 年

いる市民の割

するには市民

葉の意味も

知っている

17.9%

ことはあ

味は知ら

い

1%

市政に関する

「人」と受け

す。 
育環境」につ

ためには，市

識を持つこと

て取組を進め

携」について

入食料品の拡

然とのつなが

様々な自然

るものの，参

られています

平成 31 年度

年度に実施し

割合は 17.9％
民への生物多

る世論調査) 

ける側の「生

ついての現状

市民，市民団

とが必要です

めることが大

ての現状を示

拡大など，ラ

がり，自然の

然体験講座を

参加者の固定

す。 
度までに 75％
した直近の世

％であったこ

多様性につい

生きも

状をま

団体，

す。ま

大切で

示しま

ライフ

の恵み

を開講

定化が

％以上

世論調

ことか

いての
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○多様な主体の連携 

本市には，生物多様性の保全に向けて，市民，市民団体などの主体が数多く活動してい

ます。これらの主体が，情報を共有し，連携・協働することで，保全活動の輪が広がり，

効果的な活動につながっていきます。しかし，現状では，相互の情報を共有するツールが

不足しているとともに，各主体間の連携を強化する仕組みが脆弱です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）生きものとその生息・生育環境 

自然界には，多様な環境に応じた様々な生きものが生息・生育しています。同じ生きも

のであっても生息・生育地域が異なれば性質や行動が違ってきます。これらの違いは「遺

伝子の多様性」によるもので，生きものがそれぞれの生息・生育環境に適応していくため

に獲得してきたものです。 
以下に，本市に特徴的な生きものやそれらを取り巻く生息・生育環境，外来種や気候変

動による生きものへの影響についての現状を示します。 
 

  

コラム グリーントラストうつのみやの活動 



 

○本市

 鬼

て

生

 
 市

地

育

 
 湧

 
 土

林

 

ハッ

トウ

シル

市を特徴づけ

鬼怒川のれき

て，河原環境

生育していま

市街地の中に

地や戸祭山は

育しています

湧水起源の貧

されている鶴

土水路や休耕

林，草地，畑

ョウなどがみ

ッチョウトン

ウゴクヘラオ

ルビアシジミ

ける生きもの

き河原には，

境に依存する

ます。 

に局所的に残

は，オオタカ

す。 

貧栄養湿地で

鶴田沼周辺で

耕田などを備

畑地などの多

みられます。

ンボの写真 

オモダカの写

の 

河原，中州

るカワラノギ

残された樹林

カやトウキョ

である駒生湿

では，ハッチ

備える羽黒山

多様な里地環

 
 

写真 

全国版レッドリ
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絶滅危惧Ⅱ類
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州，ワンドな

ギクやシルビ

林と湿地環境

ョウサンショ

湿地やため池

チョウトンボ

山山麓の谷戸

環境が存在し

スト

リスト

オ

フ

ホ

などが入り組

ビアシジミな

境が良好な状

ョウウオなど

池と周囲の湿

ボやキンブナ

戸周辺には，

し，トウゴク

オオタカ

フナ類

ホトケドジョウ

組んだ環境が

などの生きも

状態で維持さ

どの生きもの

湿地環境が良

ナなどがみら

コナラ林や

クヘラオモダ
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の代表的な自然環境 
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長

戸

川れき河原 
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○生きものの生息・生育環境 

本市の生きものの生息・生育環境は，大小様々な尺度で考えられ，土地の利用形態や自

然環境の観点からみてみると，大きくは，北部の森林地帯，雑木林などの二次林と農地な

どで構成される里地里山，鬼怒川水系，田川水系などに代表される河川地域，都市化した

地域や工業団地からなる市街地などに区分されます。しかし，多くの生きものは，その生

息・生育や繁殖のために，森林や河川などで表される単一の環境だけでなく，緑や水が連

続的につながっているような多様な環境を，季節や成長のステージに応じて利用していま

す。 
本市の土地利用は，森林と農耕地の面積が市全域の約半分を占めています。そのため，本

市には，森林や里地里山を生息・生育場にしている生きものが多くみられます。森林を構

成する主な植生は，スギ・ヒノキ植林や二次林であるが，ケヤキ－シラカシ林などの自然

林もわずかながら存在します。一方，里地里山は，集落とそれを取り巻く雑木林などの二

次林，それらと混在する農地，ため池，湿地，草地などで構成されます。 
多くの森林や里地里山では，市民や市民団体の働きかけにより，樹木の伐採，下草刈りな

ど，定期的に整備が繰り返され，多様な生きものが利用できる空間が維持されています。

また，里地里山を構成する水田や湿地などの水辺も良好に維持されていて，水生生物をは

じめとする多様な生きものが生息・生育しています。 
一方では，人ばなれが進んでいる森林や里地里山も多くみられ，そこでは生きものの多様

性が低下しています。スギ・ヒノキ植林では，老齢林が多くみられるほか，間伐の停止に

よって林内が暗くなったり，間伐材が放置されることで生きものの多様性が低下していま

す。雑木林では，間伐や下草刈りが行われなくなり，下層にアズマネザサが密生する場所

がみられ，特有の食草に依存する昆虫や樹林・草地のある程度開けた空間を生息環境とし

ている動物が生息できない状況になっています。また，管理がなされずにやぶ化した雑木

林や耕作放棄地などでは，イノシシがそれらをすみかにして，分布を拡大している可能性

があり，農作物への被害やほかの生きものへの影響が懸念されます。 
本市では，河川環境も生きものの重要な生息・生育場となっています。鬼怒川，田川，

姿川などをはじめとする大小様々な河川の水域や周辺のれき河原を含む河川環境は，多く

の生きものの繁殖や採餌場となっています。河川環境では，水が流れる縦断方向のつなが

りとともに，河岸や河床，両岸の河原や河畔林の横断方向のつながりも重要になってきま

す。 
本市の代表的な河川である鬼怒川では，出水，冠水，土砂移動などの連続的な撹乱によ

り，河原，ヤナギ林，高茎草地，細流，ハリエンジュ林などが入り組んだ多様な環境が成

立しており，河川固有の生きものも含め，様々な生きものが利用しています。 
河川環境に生息・生育している生きものの多くは，その環境に深く依存しているため，

環境の変化に対して敏感に影響を受けます。人為的な影響として，快適な暮らしに欠かせ

ない護岸整備や利水・治水施設の整備に伴う土砂供給の減少などにより，水辺の植生帯や
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れき河原のような河川特有の多様な環境が変化し，魚類やカワラノギクなどの生息・生育

地が減少しています。また，乱獲によりシルビアシジミなどが減少し，河川生態系のバラ

ンスが崩れることが懸念されます。 
 

○外来種等 

「特定外来生物による生態系などに係る被害の防止に関する法律」にて特定外来生物に指

定されている本市でみられる代表的な生きものとして，水辺全般に生息するウシガエルや

河川や湖沼に生息・生育するブルーギル，オオクチバス，オオカワヂシャが比較的広くみ

られます。近年ではアライグマの目撃情報も多くなってきています。 
特定外来生物ではないが，水辺全般に生息するアメリカザリガニのほか，鬼怒川河川敷で

は，シナダレスズメガヤやムシトリナデシコが繁茂し，カワラノギクをはじめとした在来

の植物及びそれに依存する動物の生息・生育環境を脅かしています。また，近年では，ア

カボシゴマダラが確認されており，同じエノキを食樹とするオオムラサキやゴマダラチョ

ウなどへの影響が懸念されます。 
これら，人間により持ち込まれた外来種の野外定着などが，地域固有の生態系への脅威と

なっています。 
 

 
  
ブルーギルの写真 

ムシトリナデシコの写真 

オオカワヂシャ 

アカボシゴマダラ 



30 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

○気候変動の影響 

本市には，ツマグロヒョウモンなどの南方系チョウ類や園芸目的で持ち込まれたカクレミ

ノなどの暖地性植物が野生で確認されており，これらは温暖化の影響により分布を拡大し

てきている可能性があります。元々生息・生育していなかった生きものの出現は，土着の

生きものに影響を与える可能性があります。  

コラム 外来種に被害を受けている在来種を紹介 

ツマグロヒョウモンの写真 カクレミノの写真 
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○生きものの保全とその生息・生育環境の保全 

 本市の自然環境の把握 

本市に生息・生育する生きものやそれらが構成する生態系の状況を把握し，生物多様性

の保全に向けて活用する必要があります。 
 

 本市の特徴的な種や生息・生育環境の保全 

本市を特徴づける生きものを把握し，それらが生息・生育する環境と併せて保全する必

要があります。 
 

 森林のスギ・ヒノキ林や里地里山の雑木林の維持管理の推進 

スギ・ヒノキ林からなる植林地や雑木林においては，多様な生きものの生息・生育場所

となっていることから，その良好な状態を維持するために，定期的な間伐や下草刈りなど

の管理を継続して実施する必要があります。 
 

 森林や里地里山をつなぐ湿地や水路などの水辺環境の維持 

湿地などにある固有・特有の環境とそれに依存する希少な生きものを保全する必要があ

ります。また，それらの生きものを保全するうえでは，それらが依存する水質，水量など

の微細な生息・生育環境についても併せて保全を図る必要があります。 
 

 里地里山に生息・生育する生きものに配慮した農業の推進 

良好な谷戸の環境が残されている場所の維持管理を行います。用水路や水田などでは，

水生生物の移動が妨げられないように水辺の連続性の確保に配慮する必要があります。ま

た，環境に配慮した農地の耕作を継続する必要があります。 
 

 河川環境の保全 

本市を特徴づける生きものが多く生息・生育する河川環境を保全する必要があります。

特にれき河原固有の生きものの生息・生育場所を維持する必要があります。河川整備の際

は，可能な限り自然工法などを採用し，生きものの生息・生育が可能な空間を維持・回復

する必要があります。 
 

 生息・生育環境のつながりの維持・形成 

多くの生きものが多様な環境を生息・生育場として利用しているため，まとまりのある

樹林や，市街地に残された緑地のつながり，河川の連続性を確保することが求められます。

そのため，開発などの際は，生態系ネットワークの維持・形成について適切に配慮する必

要があります。 
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 野生鳥獣の管理 

イノシシの生息域の拡大状況や農作物への被害状況などを把握するとともに，被害が発

生している地域では，農地に接する雑木林の整備や個体数の管理等を図る必要があります。 
 
○生きものとその生息・生育環境の変化への対応 

 外来種の防除 

重要種をはじめとした在来種の生息・生育環境が外来種により脅かされていることなど

から，外来種が及ぼす影響について，広く市民等の理解と意識向上を促す必要があります。 
また，繁殖力の強い外来種については，新たな持ち込みや野外放逐等による分布の拡大

を抑制する必要があります。外来種の生息・生育状況を把握するとともに，特に希少な生

きものの生息・生育地などでは，持ち込みを抑制，防止するほか，既に進入している外来

種を駆除していく必要があります。 
 

 地球温暖化への対応 

地球温暖化の防止に資するように，関連する各種の施策を推進する必要があります。な

お，地球温暖化の影響により分布域を拡大している可能性がある生きものについては，拡

大の程度によっては，本来の生態系を乱す可能性もあるため，これらの生きものの動向に

ついては，推移を見守る必要があります。 
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第４章 

基本的施策 



 

 
 
 

第

 

こ

実行す

本

広げて

きもの

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第

第１

将

第１節 施策

こでは，将来

すべき基本施

プランでは，

ていくこと

のとその生息

第４章 基

１節 

将来像 

人
と
生
き
も
の
が 

育
み
あ
う
ま
ち 

う
つ
の
み
や 

策の体系 

来像の実現の

施策を取りま

，計画性をも

とし，初めは

息・生育環境

基本的施策

のために，生

まとめていま

もって，生物

は生物多様性

境の保全を推

策 

基本方

生物多様

大切さを

（生物多様性

関する意識の

生物多様性

（生きものと

息・生育環境

の推進） 
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物多様性の保

ます。 

物多様性を保

性保全の土台

推進していき

方針 

様性の 

を知る 

性保全に

の醸成） 

を守る 

とその生

境の保全

保全のための

保全・再生す

台となる意識

きます。 

①

②

③

④

⑤

のこれまでの

する動きを徐

識の醸成を図

基本施

自然

きっか

学ぶ場

活動へつ

生きも

生息・生

保

生きも

生息・

変化へ

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

の課題を踏ま

徐々に市域全

図り，段階的

施策 

に親しむ 

かけづくり 

場の創出 

つなげる支援 

ものとその 

生育環境の 

保全 

ものとその 

生育環境の 

への対応 

まえ，

全体に

的に生



 

第

 
本プ

を促す

関す

重点

点か

への対

 
（１）

市民

に，そ

 
基本施

 本市

付くた

施

 

 
施

 

第２２節 施策

プランの基本

す事業を展開

る意識向上を

点事業につい

ら，本プラン

対応として，

）生物多様性

民一人ひとり

それぞれが主

施策① 自然

市の豊かな

ためのきっか

施策 様

事業 生

周

 

 

新

る

施策 自

事業 自

 

 

 

２節 策展開と取

本方針を踏ま

開します。こ

を図ることに

いては，基本

ンにおいて人

特に効果的

性の大切さを

りが生物多様

主体的に保全

然に親しむき

自然環境を五

かけをつくり

様々な広報媒

生物多様性に

周知啓発 

新たな電子媒

る情報発信 

自然に親しむ

自然観察会等

重点事業

生物多様性

組指標 

まえ，市民の

これらの事業

に注力しつつ

本施策ごとに

人づくりの基

的と考えられ

を知る～生物

様性について

全活動につな

きっかけづく

五感で感じる

ります。 

媒体を活用し

に関する

拡充 

媒体によ

新規 

む機会の確保

等の実施 

業 拡充 

保全の意識を

1,997
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の生物多様性

業の推進にあ

つ，さらなる

に本市のまち

基幹となる事

れる事業につ

物多様性保全

ての理解を深

なげることが

くり 

る機会を創出

した情報発信

市有施設や各

している自然

全に関するパ

示機会を増や

要性につい

本市の豊か

動画媒体に

市民等に発信

保・提供 

自然に親し

自然を活用

ャーゲーム

む活動等を

を持った自然

7人（H26）⇒

性への理解の

あたっては市

る保全活動に

ちづくりの方

事業や土地利

ついて設定し

全に関する意

深め，その恵み

ができる支援

出することで

信 

各種イベン

然環境パネル

パネルを新た

やして実施す

て周知啓発を

な自然環境に

より，様々な

信します。

むきっかけづ

用した各種イ

等に加え，自

内容の充実を

然ふれあい活

⇒9,600 人

の深まりと積

市民に広く生

につなげてい

方向性や生物

利用や生息・

します。 

意識の醸成～

みに感謝する

援を行います

で，生物多様

トなどにおい

ル展に加え，

たに作成する

するなど，生

を実施します

について，新

な広報媒体を

    

づくりとして

ベント等に

自然観察会等

を図りながら

活動の体験者

（H32） 

積極的な保全

生物多様性保

いきます。 
物多様性保全

・生育環境の

～ 

る心を育むと

す。 

様性の大切さ

いて，現在実

生物多様性

るとともに，

生物多様性の

す。 

新たに作成す

を利用し，広

    

て，身近にあ

におけるネイ

等の自然に親

ら実施します

者数（年間）

全活動

保全に

全の観

の変化

ととも

さに気

実施

性保

展

の重

する

広く

ある

イチ

親し

す。
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基本施策② 学ぶ場の創出 

 生物多様性の大切さについて正しく理解し，保全に関する行動の重要性を認識するため

に，生物多様性について深く知る場を提供します。 

施策 生物多様性に関する理解の促進 

 事業 出前講座の実施 

 

 

       新規 

次世代を担う子どもたちをはじめ，幅広い世代に

対し，生物多様性に興味を持ち，理解を深めるこ

とができるプログラムを用意し，学校や地域等の

ニーズに応じ出前講座を実施します。   

 
施策 環境学習機会の提供 

 事業 環境学習センター等

における環境学習機

会の提供 

重点事業 拡充 

あらゆる世代を対象とし，環境学習の拠点である

環境学習センターと連携し，生物多様性の大切さ

についての理解促進を目的とした講座を拡充し

ます。             

緑化補助教材の活用 

 

       継続  

未来を担う子どもたちの，緑や自然環境に対する

関心を高めるために「みどりはともだち」を作成

し，市内の小学生に配布します。     

 

環境学習センターにおける生物多様性を学ぶ講座の受講者数（年間） 

―人（H27）⇒500 人（H32） 

 

  

取組指標 
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基本施策③ 活動へつなげる支援 

 生物多様性を保全するために，どのような行動をとることが効果的なのかを理解し，市

民自ら行動を起こすことにつながる施策を展開します。 

施策 生物多様性保全に係る人材育成 

 事業 生物多様性保全活動

につながる人材育成

の推進 

 

 

重点事業 新規 

・生物多様性保全活動の実践において，活動を牽

引できるリーダーとなる人材の育成のため，専門

家等を講師とした講習会等を開催します。 

・市民等の自発的な活動を促すため，本市の特徴

的な自然環境や生物多様性保全活動等をテーマ

としたシンポジウム等を開催します。  

こどもエコクラブの

育成 

 

 

 拡充 

活動支援情報や学習機会の提供等による既存ク

ラブの活動の活性化や，新たなクラブ設立に向け

た相談やサークル化を支援することで，こどもエ

コクラブを有自他環境保全の輪の広がりを促進

する。                

 
施策 様々な主体による生物多様性保全の取組促進 

 事業 「生物多様性民間参

画ガイドライン」の普

及啓発 

       新規 

事業者が生物多様性保全に取り組みを促すため，

「生物多様性民間参画ガイドライン」により，保

全活動に関する基礎的な情報や考え方について

の普及啓発を実施します。        

環境配慮指針の運用 

 

 

       継続 

日常生活や事業活動の中で，できる限り環境に配

慮した行動を実践してもらうためのガイドライ

ンを示し，市民・事業者の主体的・積極的な行動

を促します。              

 

生物多様性保全活動に係る人材育成講習会等の受講者数（累計） 

―人（H27）⇒500 人（H32） 

  

取組指標 
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（２）生物多様性を守る～生きものとその生息・生育環境の保全の推進～ 

生息・生育環境を含めた生きものを対象として，生物多様性の保全に取り組むとともに，

貴重な自然の恵みを将来にわたり引き継いでいく事業に取り組みます。 
 

基本施策④ 生きものとその生息・生育環境の保全 

 ネットワーク型コンパクトシティ等に合わせた，人と自然が調和したまちづくりに向け，

本市の自然環境を把握するとともに，生物多様性保全の取組を推進します。 

施策 本市の特徴的な自然環境の把握 

 事業 自然環境基礎調査の実

施 

継続

本市の貴重な自然の現況・経年変化等を把握し，

保全・管理するための施策等の検討に向けた基礎

資料を作成します。            

宇都宮市版レッドリス

トの作成・活用 

 

 

新規

本市の貴重な動植物について，「宇都宮市版レッ

ドリスト」を作製し，広報媒体の利用や各種イベ

ントなどの機会に広く市民等への周知啓発を実

施することで，本市の特徴的な生きものの保全活

動に活用します。            

田んぼまわりの生き物

調査の推進   

        継続

山や川のような自然とは異なる，田んぼ独特の環

境で生息・生育している生きものについての，

様々な主体による調査活動を推進します。 

 
施策 生息・生育環境のつながり確保 

 事業 自然環境保全地域等の

監視活動 

 

拡充 

県自然環境保全緑化条例で指定される自然環境

保全地域をはじめとした重要な地域について，

盗掘等の防止対策として巡回定期的な監視活動

を実施します。             

自然環境保全対策に関

するアドバイザー会議

の開催    

 

継続 

周辺環境に与える影響が大きいと考えられる本

市の公共事業を実施するにあたり，自然環境の

保護・保全対策について自然環境専門家からア

ドバイスを受け，自然環境への負荷低減を図る

ことを目的とした会議を開催します。   
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施策 生息・生育環境としての自然環境の保全 

 事業 自然環境保全団体等へ

の活動支援 

 

拡充

豊かな自然環境の保全に関し活動する様々な主

体のさらなる活動の促進につなげるため，主体

間のネットワークを構築するなど，情報の共有

化を促進するための支援を実施します。  

多自然川づくりの推進 

 継続 

自然生態系に最大限配慮した川づくりを推進し

ます。                

とちぎの元気な森づく

り事業の推進  継続 

里山林の適正な管理を目的として，除伐や藪の

刈払い等を実施します。         

民有林・市有林整備の

推進 

 

継続

森林の保全や木材生産の促進を図るため，間伐

や植栽等の森林施業に対して補助金を交付しま

す。また，市有林の適正管理を目的として，間

伐や下草刈り等の森林施業を実施します。 

鳥獣保護管理の推進 

 

 

 

 

        拡充 

・イノシシの生息域が拡大していることから，

効率的な捕獲等を推進するための体制を整備す

るなど，関係機関との連携を強化します。 

・イノシシによる農作物被害の軽減や個体数調

整のため，捕獲等に関する支援を実施します。

       

農地・農村環境保全の

推進 

 

 

 

 

 

重点事業 継続 

自然環境に配慮した環境にやさしい農業の取組

を進めるとともに，広がりのある田園風景や，

生きものの生息・生育環境としての役割にも配

慮しながら農業振興地域などの優良農地の適正

管理を行います。また，多面的機能支払交付金

事業に係る活動により，持続的に農地を保全し

ます。            

市街地のまとまった自

然環境の保全 

継続

長岡樹林地やうつのみや文化の森をはじめとし

た市街地のまとまりのある自然環境を保全しま

す。                  

天然記念物の保全 

 

        継続 

天然記念物を将来に伝えていくために，所有者

や管理者の理解を得ながら，継続的な管理を実

施します。              

 
市内農地における環境保全活動カバー率 

28.6％（H26）⇒60％（H32） 
取組指標 



46 
 

基本施策⑤ 生きものとその生息・生育環境の変化への対応 

 人の生活が近代的になったことによる生物多様性への影響について把握するとともに，

市民への情報発信や，様々な主体と連携した活動を実施します。 

施策 外来種対策の推進 

 事業 外来種に関する周知啓

発 

 

重点事業 新規 

外来種の持ち込みや野外放逐等の抑制を図るた

め，市有施設や各種イベントなどにおいて外来

種に関するパネル展を実施するなど，外来種の

影響について周知啓発を実施します。   

宇都宮市版ブラックリ

ストの作成・活用 

 

 

          

新規 

本市に生息・生育する侵略的外来種等を把握す

るとともに，「宇都宮市版ブラックリスト」を作

成し，駆除すべき生きものの優先度の評価等の

基礎資料とするほか，広報媒体の利用や各種イ

ベント等の機会に，広く市民等へ周知啓発を実

施することで，外来種の駆除活動に活用します。

外来種駆除活動の実

施・支援 

 

拡充 

在来種に悪影響を及ぼす外来種の駆除活動を実

施するとともに，様々な主体が行う駆除活動に

ついて，その活動を広く周知するなど，市民等

への情報発信等による支援を実施します。   

 
施策 気候変動の影響に関する理解促進 

 事業 地球温暖化による生き

ものへの影響の調査研

究       新規 

地球温暖化をはじめとした気候変動が及ぼす本

市に生息・生育している生きものへの影響につ

いて調査し，把握します。        

気候変動への「適応」

に関する情報発信 

 

新規 

気候変動の影響に対して，自然や社会のあり方

を調整する「適応」に関する考え方について，

広報媒体による情報提供や講座等による普及啓

発を行います。             

 
 

外来種の影響についての認知度 

－％（H27）⇒80％（H32） 

      ※国の認知度 60.1％(H26) 

 

 
  

取組指標 



47 
 

 

 

 

  

第５章 

推進体制と進行管理 



 

 
 
 
 
 

第

 

本プ

確に

ため

実施

 
○市の

策

組

○市民

を

身

て

 

○事業

影

た

第

第１第１節 推進

プランの推進

し，その活動

に，各主体間

します。 

の役割 

市は，本戦

策の実施を各

組み，国や県

 
民，市民団体

市民は，地

を認識すると

また，市や

身近なところ

市民団体は

ての正しい知

業者の役割 

事業活動が

影響や生物多

た取組を推進

第５章 推

１節 進体制 

進にあたって

動において各

間のネットワ

略の将来像の

各主体と連携

県と情報を共

体の役割 

地域の動植物

ともに，生

NPO などが

でできるこ

は，地域にお

知識の普及を

が生態系サー

多様性の損失

進します。 

推進体制と

ては，市と市

各主体が協力

ワークを形成

の実現のため

・協働して推

有しながら，

や自然環境

物多様性の保

が開催するイ

とを実践して

いて生物多様

図ります。

ビスに大き

が事業活動

と進行管理
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市民，市民団

力・連携を図

成し，情報の

めに，人づく

推進します。

，生物多様性

に関心を持

保全と持続可

イベントに参

ていきます。

様性保全活動

く依存してい

に及ぼす影響

理 

団体および事

図りながら，

の交換や人的

くり，仕組み

。また，庁内

性の保全を図

ち，地域の生

可能な利用の

参加するなど

。 
動を展開し，

いることを認

響を把握した

事業者がそれ

本戦略を効

的交流など，

みづくりをは

内の関係部局

図ります。 

生物多様性の

の大切さを理

，生物多様性

市民への生

認識し，生物

た上で，生物

れぞれの役割

効果的に推進

連携した取

はじめ，具体

局が連携して

の実態とその

理解します。

性保全のため

生物多様性に

物多様性に及

物多様性に配

割を明

進する

取組を

体的施

て取り

の役割

 
めに，

につい

及ぼす

配慮し



 

第

市

ン

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第２２節 プラ

 
本プランを

市環境基本計

ンの進捗状況

事業者

２節 ランの進行

を総合的・計

計画推進委員

況や取組指標

各

者 

管理 

計画的に推進

会」の専門部

の達成状況を

各主体間のネ

自然

環境

報

環

各主体間
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進するために

部会である，

を把握し，点

ネットワーク

市民

宇都宮市

然環境・水大

境基本計画推

報告

環 境 審

間によるネッ

に，市内部の

「自然環境

点検・評価を

クのイメージ

市 

大気部会 

推進委員会 

意見 

議 会 

ットワーク

の横断的組織

・水大気部会

を行います。

ジ 

市

織として，「宇

会」において

 

市民団体 

宇都宮

てプラ
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